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稻 葉 記
　話の起つナこのが六月九日、「時の記念日」の
講演が三條青事會館で開かれアこ夜であっ7：0
座流星群の出現如何な見る。
　入月十一口。ぺ座群（以下斯様に略す）も多
偶々キャンプの話が出て、鳥取縣尉官海岸の1少翫ばれるが疲螢してみるので木星衛星の蝕
天皇の良い並等聞かされ食指が動い7こわけ。
同位のキャンプが八月十日に終るので、吾々
ぱ直ぐ其の後か受け、一週間許り清空で観測
すろ事ごし、丁度其頃ばぺrVセウス座流星群
の出現時故、旧れの凝測が主な目的書され
1こ。從って器械も極く群雨で、三吋望遠鏡t
六分儀Sだけ。一行ば山本先生の御家族御揃
ひな始めtし、天引墓の申村氏、學生の渡
邊、森川両氏及び小生の八名。八月六、七日
頃から京都ぱ芸天績き、切角油爵まで行って
雨に降り霞められてに書氣が氣ではなレ’o
1の時間測定後直ちに就寝、時に午前一一ag牛。
書間の時間ば、太陽黒黙襯測の外ば午睡な取『
ろ者、蔽書する者、或［t海水浴たなす者等勝
手な行動な定ろ。午後渡邊氏來られ、；れで「
全身揃ふ。中村氏は鳥取へ行き庚中電燈其他’
必需品奄種々買集めて夕劾漏浦。女拳院の職．
員Miss　Fieldの立案で料理かボートで蓮び、
稚遠い濱で食事する事になる。途中で波が菟’
　くなり大まごつき。兎に角濱［：上って夕飯々
魑ます。此の濱から岨ひ懸す琶画面への日
i汲な見る事が出來ナこ。惜しい事に今日ば何等、・
入月十日。午前入時京都騨獲・望蓮鏡P六i其の凋めの準備為して厄なかつプこので、軍に
分儀ぱ人手に任ぜられぬので客車［：持ち込
む。渡邊氏天明日出獲。途中ば1・ンネ，レオ煤
煙に題しめられ乍ら午後三時、鳥取から二y
手前の岩美瞬着、直ちに白動車二墓に分乗浦
町海岸へ○此庭に1工既に中…牛牧師の一層rt　，
増戸女玉壷の一組ごが分宿してゐプこ。が吾々
の爲めに、北向きの山腹に建つ、小高くて最
も見晴しの良い二十坪評のバラツ〃なあけて
奥れる。食事it女心院の一行S共にする箏ε
なり賄ば：先方t、山本：先生の御家内乱で受持
ち、吾々ば皿洗ひ、；水汲為r受け持つ。かうし
て孚ば自炊生活で観測に從ふ事になる。
　庇庭ば南な山にさへぎられ、北に日本海；に
臨んで涼しい事混の上もない。南はよく見え＝
ないが砂濱まで下れば、蝸や射手の大部分に
見ろ事が出來ろ。午後七晧頃からそろそろ曇
り出し、入、九時頃までは星が現れナこり消え
ナこり、今夜ばSても駄目だ亡思ってみる内、
九時を過ぎる頃から次第に晴ξし始める。あ
の美しい銀河が中央に、につきり浮出六様に
橿はり、凡ての、星も活々ビして輝いてみる、
tても京都で見る比でない○吾々の喜びば讐
へ様もなく早速三rl寸奄濱に下し、先づ天の名
所潜見物する。星像に少しの動揺もなく此の
小望遽鏡でも大抵の1，のが見える。正しき畦
問炬知る爲め明朝一時にある、木星衛星の蝕
准待つ。其れ泡憂光星の槻測や、ペルセウス
［brr’eel・fiashの現象為見ナこ丈け。今夜も七、入．
時頃ば蚕天雲に覆にれプこが九時頃から（i前夜
の如く晴れる。で三軒を濱迄下し攣光星の槻－
測。
　南西・十二口。午前一時起床、晴天、ぺ座群．
熔炉の外に攣光星襯測もあるので三軒や六分’
儀も濱に持出す山本先生以下五名、全天の星
圖を各自に分ってぺ座群を待ち受けろ。斯く
て月なく暗い濱の彼方此方に齪冠者の懐中電：
燈が忙がしく閃らめく。折々に暇間を盗んで
憂光星魏測。金星が東のlll［：登って嶢の近き
存告ぐろ頃山偏光ば東天な塵し其の童歌の焔’
た、火星附近迄も延ばす。地富戸が見得ろ檬：
になってから六分俄で緯度槻測。併し四時か
過ぐろ頃から雲が次第に現1翻れ遂に観畑鼠実全・
く不可能書なる〇五時頃寝に就き二度目の越
床が九時。黒黙凝測ば：望遠鏡が赤道儀式でな
いので甚だ困難で亥）ろ。夕食後亘一同、各自
所有の望遠鏡や双眼鏡を持って口浬時間測定
に出懸けろ。直ぐ（：も見えろだらう亡思っナニ
のに山が海に迫って居るので可成り歩かなけ
れ［型ならなカ1つ7こ。
　入月十三日。起床一時。晴れ。今日に最も
ぺ座群が多数出現する筈である。無言の内に
緊張されて行く。豫想通リ懐中電燈の閃きば
殆んご蓮績的に彼方此方1：起る。雲の爲め中
止しナこ四時頃迄に最も多かっナこのが北緯五十
浦富キャンプ（稻葉） 」r45
度以北の圏内で記漁されナこもの六十個照り。
叉四十個触り記録されれ部分もあり、杢天で
は非常な敷に上っナこ。夜聞かうやって長く起
きて居るt空腹：た感じろので今日から匡サン
ドウヰツチ准作ってもらび其れな頬張り乍ら
空を見つめろ。庇の流星為観測する庭酒量度
い定てMiss　Field　P　Miss　Gwinが暫らく見
溢して居7こ〇
　九時頃まで一腹入り。紫茸［i例に依って黒
馳襯測以外lt自由行動。今夕も日澱観測に出
懸けアこが相憎横雲の爲め獲念。夕刻、望遠鏡
為見ぜて呉れ亡來六出二十名詐り。九時頃ま
で曇りだっ7こので其の後暫らく槻萱する。
　入月十四日◎例に依って午前一時起床。申
分なき星月夜。昨日に比し、ぺ座群匡すっ¢
少なくなり、多かつナこ庭で三十個鈴り。憂光
星や緯度の槻測なして居ろ内〇四時奄過ぎて
叉も曇り鵬す。斯く日波後S日出前書に時々
定めて雲の出るのば却って天氣の安定な事を
示すのかも知れない〇九時頃二度目の起床。黒
黙観測なする一方で（X正確な時間た知る爲
めに月、太陽潮の距離な六分儀で測定する。
街観測に用ひろ暗問1乱持託しナこ内の一個の
時計か標準時計Sして撰び、涼しい庭に保管
し此の時刻に依って居る。今日の日没時測定
にに山本先生の御令息進君に時計の秒な讃ん
でもらって皆なで観測する。正に海に没ぜん
ビずろ時、太陽の形は刻々に塗化し、：或に梯
形に或ば瓠形になって、攣化極まりない。
　八月十五日。例の時刻に起床。今日の流星
の欺：態ば殆んご引目に復し7こ様で、夜明けま
で何麗の部分も大抵十数個、而もぺ座剤に謝
するば殆んこなく凡て他の群に薦するもの詐
ぜ言ってよい。工む日や前々日にLhして頗る閑
散冠從って憂光星其他の魏測に三品が忙がし
く働く。併し例日の如く、金星が東天に登っ
て其の火影あ海面に爲し、燦tして赫やく頃
になるS、西方から次第に雲が流れ來て遂に
全天准覆ふて了つすこe書問の黒石観測、夜闘
の攣光星愈愈、仕事ば毎日紛し事で別に愛っ
7こ事もなく、天氣も叉毎日、同じ時刻に晴kし
て同じ日工亥C［こ曇る。
　入月十六日。ぺ入園の出現も終りを告げナこ
ので主な目的ば蓮し7：わけ。それ［：相憎水憂
りにあてられナこ者も禺來7こので今日li一一日休
養：1］なり、明日出獲の準備等する。
　入月十七日。午前八時一同勢揃、自動車た
飛ばして入蒔雫の汽車で、思ひ禺多い此の土
地に別れを告げ鳥取へ向ふ。兎に角一週間の
観測生活に晴天績き、一Flも異に閉込められ
tこ事さへなく、思ふ存分の仕事が出席ナこ事it
實に大成功であっ7；e■一十分間許りで鳥取齎。
同市［：於けろ本麗々員大坪氏に用事あし｝、訪
問しナこけ＠ご相憎御留守、丁度脚高ぜナこ、同
じく會’員の西尾氏が案内して下さって市中目
貫：の通りや城跡か見物するoMiss　Coeの宅で
由本先生御一家に別れ囁途にば大田氏にも面
顕すろ事が画革、正午過ぎの汽車で一同師途
に亡いナこO
○月の砲撃ぽ不可能
　近頃ロンドンから獲ぜられナこUnited　I）「ess
通信薩のニウスに遡れば、さき頃、露都モス
クフに於いて或る人士が大砲で月世界へ物な
投射するこミな考へてるろEV・ふtrが立づtこ
時、英國の理隠者A・W・Bickerton（ピカ1
＞ン）敏授がデイ1］・メイル新聞言己者’に語っ
て此の計蚕：が不可能のものであろこεな聲明，
し7こ。曰く
「地球の引力に打ち勝つ埋めにに投射物が毎
秒七マイルの速度か有つ必要がある。さて、
一グラムの物尽々此の大速度で投げるが爲め
に「［t15180カロ胴のエネルギ1を必要亡す
る。しかるにクルプ砲の砲丸一グラムのエネ
ツギ1ば100カロ1）であろし、又、かのB輩
ベルタ（隊洲大戦當時、掲逸軍がパ、〕市街秘
蓮距離から砲撃しすこ蝿丸の俗レ構）の一グラム
ば400カロ、｝のエネ）レギの持ち主である。今
日の最も強烈な爆悪趣一ニトロ・グリセリ
ンーの一グラムも1500カロリ以上のエネ
Fl・tギた持ナこない。故に此の爆藥が自己の重量
葎地球外へ持ち蓮』瞭けでも、現在の工杓レ
ギの十倍以上のエネ・レギな要する。空罐中で
四マイノレの距離に物を投げるがナこめ（：lt一グ
ラムfP　7500カロ））のエネ1レギで投げなけれ
ばならない。ご．うして此の大きなエネルギな
吾人に得られるか？ミても、tても！！」
